
 

冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 

ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

理科４年 「とじこめた空気と水」（10 月） 

「空気」と「水」の性質を比較しながら追究する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元でねらうこと 

本単元は、とじこめた空気と水に力を加えたときの変化を観察・実験により

確かめ、空気や水の体積の変化を比較しながら考えることをねらいとしてい

る。その際、水でっぽうなどで遊んだ経験や３年「風とゴム」で比較しながら

学んだことなどをもとに、問題解決を図る姿が期待される。 

３年生は、違う事象について時間をずらして比較した場合、体験した感覚を忘れてしまい比較できな

いことがあった。空気と水の実験を別々に行った場合、「空気は空気、水は水」と、比較の重要性が薄れ

てしまうのではないかと危惧される。そこで、水と空気の性質を比較しながら、同時に学習を進めてい

くことにより、比較する必然性が高まり、質的・実体的な見方や比較・関係付けの考え方を働かせて追

究する力を十分生かすことができると考え、以下の点に留意して本単元を構成した。 

（１）とじこめた空気と水を比較しやすくするために、同時に事象提示をしたり実験したりする。   

（２）水と空気の違いに目をむけ、予想と実験結果のずれに着目した追究を構成する。   

（３）粒子概念を育てるイメージ図によって、根拠のある説明や話し合いとする。  

子どもが働かせるであろう見方・考え方 

○質的・実体的な視点でとらえる見方 

・とじこめた空気と水を圧すことにより質的・実体的な視点でとらえる見方を働かせる。 

・質的・実体的な視点でとらえる見方から粒子概念を育てる。 

○比較・関係付けの考え方 

・とじこめた空気と水の同時比較、「とじこめる」という行為の関係付けを図る。 

授業の実際 

導入で自由な試行活動をする前に、空気や水を「とじこめる」ことを強調し、手ごたえの確かめでな

く、「とじこめた」空気と水の比較なのだということを意識できるように指示した。これにより空気と水

は、とじこめたときの手応えや重さが違うという質的・実体的な視点でとらえることができた。 

とじこめた空気と水の比較から、水には力があるように感じ取った児童もいた。そこで空気でっぽう

を提示し、「この中に空気と水、どちらを入れたら玉がよく飛ぶか」と問うた。水の手ごたえから、

「水」と予想した児童は「あれ？玉が飛ばない。」と、驚くことになった。その驚きとともに、二つのて

っぽうで飛ばした玉の飛距離や、気付いたことなどをすかさずホワイトボードに記入していった。する

と、結果の違いから、その場で児童の間で対話が生まれた。予想と異なる結果になったことで児童は

「水と空気はそもそも何が違うのだろう」という疑問を自然に持つことができた。 

この問いを解決するために、根拠のある説明や話し合いができるようにするとともに、粒子概念を育

てるために、粒子をイメージ図に表した。初めてのイメージ図であったが、友達と話し合いながら自分

なりに表現していった。これにより、粒子に対する概念が深まり、なぜ空気は圧し縮められるが水は圧

し縮められないのかについて体積の変化とも関係付けて考え、話し合うことができた。 

とじこめた空気と水を同時に比較することで対話が活発になった。そこから空気と水の性質について

追究したいという意欲が高まる、といった相乗効果も見られた。       (H30 滝根小 岡田) 
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単元構想図４年「とじこめた空気と水」（総時数６時間） 

 

 

とじこめた空気と水の違いは何だろう。 

とじこめた空気 

〇空気はふわふわしているよ。 

〇袋に閉じ込めると風船みたいになる。

よ。 

とじこめた水 

〇水は空気と比べると固いね。 

〇袋に閉じ込めると重いな。 

〇 

空気でっぽうに空気や水を入れても飛ぶのかな。 

空気でっぽうは勢いよく飛んだ。 

水と空気が一緒でも飛ぶよ。 

  

空気でっぽうに水を入れるとすぐに玉が

落ちてしまう。 

とじこめた空気と水をおしたら、どのようなちがいがあるのだろうか。 

 

とじこめた空気に力を加えるとおし

縮めることができる。 

  

とじこめた水に力を加えるとおし

縮めることができない。 

  

とじこめた空気をおし縮めていくと、ピストンが戻

ってきたよ。おし方と戻り方に関係はあるのかな。 

  

とじこめた空気をおし縮めていくと、おし返す手ごたえ

はどうなるのだろうか。 

 

とじこめた空気をおし縮めていくと、体積は小さくなり、お

し返す力や手応え（元に戻ろうとする力）は大きくなる。 

  

空気でっぽうの玉が飛んだのはなぜかな。 

 

これまでに学んだことを使って、ポットのボタンをおすとなぜお湯は出るのか説明しよう。 

 

空気でっぽうは空気を閉じ込めて棒をおすと玉がよく飛ぶが、水を閉じ

込めて棒をおしても、玉があまり飛ばない。 

  

空気でっぽうの登場 わあ、何だろう。どう
やって玉を飛ばしたの
かな？ 

空気でっぽうは、おし縮められた空気が元に戻ろうとする力を利用して、前玉をとばす。 

ポットのお湯を注ぐとき、ボタンをおすと中の湯は、おし縮められた空気におされて出てくる。 

空気と水はとじこめられるところは同じ。でも、とじこめたときの手応えは違う。 

 

手応え 

とび方 

手応え 

 

  

 

単元構想図 ４年「とじこめた空気と水」（総時数６時間） 


